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校長 河毛 幸至

インフルエンザの感染者数は、全国的に増加して
います。本校でも、12月第２週目から罹患する児童
が多くなり、学級閉鎖が相次いでしまいました。う
がい、手洗い、マスクの着用等を呼びかけ、感染拡
大防止を図ってきたものの、発熱等で欠席する児童
が増え、広がり始めた感染を止めることができませ
んでした。
「２学期のまとめの時期を学級みんなで…」
というわけにはいきませんでしたが、仕方ないと感
じています。冬休み中は、出かける機会が多いと思
いますが、感染症の予防をしながら、健康に過ごし
てほしいと思っています。
さて、日本漢字能力検定協会から「今年の漢字」
が発表され、「金」が選ばれました。オリンピッ
ク・パラリンピックの日本人選手などの活躍による、
光をあらわす「金（キン）」と政治の裏金問題など
の影をあらわす「金（かね）」の２つの意味を示し
ているということだそうです。オリンピック・パラ
リンピックは、我が家でもテレビの前で声援を多く
送りながら見ていました。時差がありましたので、
前回の東京大会のようにはたくさん見ることはでき
ませんでしたが、スポーツ観戦が好きなので、様々
な競技を見て、いろいろな場面に胸を熱くしていま
した。競技ですから、勝ち負けがありますが、そこ
に至るまでの努力など、積み重ねたものはなくなる
わけではありませんし、互いの努力をたたえあう場
面は本当に素晴らしいとも感じました。
「目標がちゃんとあれば、諦めることってないと思
う」
これは、体操競技で金メダルをとった岡慎之助選手
の言葉です。前回大会の時はけがで出場できず、
2022年には大けがをしました。それでも目標を見
失わず、努力を重ねた結果だったのだと思います。
学校では、様々な場面で目標を設定します。
「どうなりたいのか」
「そのために何をするのか」
を考えることは、子どものうちだけではなく、大人
になっても大事なことです。学校での日常の積み重
ねが、子どもたちの将来での成果につながるように
なればと思っています。
今日で２学期は終了となります。大きな行事であ
る第５学年宿泊学習、第６学年修学旅行、全学年で
の学習発表会があり、学級、学年、全校のつながり
がより強まった学期だったように思います。当日の
楽しさ、達成感はよいものですが、それ以上に、そ
の途中の過程で努力してきたこと、創意工夫したこ
となどにも目を向けることが大切です。たとえ、う
まくいかなかったことや大変でも頑張ったことなど、
それぞれ経験したことは、将来、必ず次へつながっ

ていくものです。
また、楽しい経験は一人ではなく一緒に行った誰

かと共有した方がよりよく感じられるものです。２
学期で積み重ねた力を３学期につなげていけるよう
３学期も子どもたち一人一人と向き合いながら教育
活動を進めたいと考えています。
明日からは冬休みです。２学期、様々な面でご理

解・ご協力いただいたことに感謝します。長い休み
となりますので、子どもたちとたくさん話をしなが
ら有意義にお過ごしください。年末年始ですので、
親戚等に久しぶりに会う機会が多くなるかと思いま
す。自分から自然に挨拶ができると、家庭や学校を
通して、挨拶する習慣が身に付いたと感じますが、
どうでしょうか。
始業式に、子どもたちと元気に会えることを楽し

みにしています。

こころの授業
先月ですが、11月27日（水）に、第３学年で

「こころの授業」を実施しました。ウトナイ湖野生
鳥獣保護センター救護員を講師に迎え、ウトナイ湖
に生息する野鳥の種類、保護された野鳥の様子、野
鳥がけがをする原因、野鳥が安全に暮らすために自
分たちができることなどについて、説明してもらい
ました。この授業を通して、児童は生命を大切にす
ることを感じてくれたように思います。

高校生等のインターンシップ
12月12日（木）、13日（金）の２日間、本校の

卒業生である高校生２名がインターンシップとして
来校し、本校の第４学年２組、３組で学級担任の指
導の補助をしました。一人一人の児童の学習状況を
見て必要な支援をしたり、児童の前で作業手順を説
明したりするなど、積極的に取り組んでいました。
最近、教職希望者の数が減り、教員不足が深刻な

問題となっていることから、学校としても教職を目
指す生徒を応援しているところです。

【「こころの授業」の様子】

にしきおか
○思考力を高め自主的に
学習する子

○豊かな情操を身につけ
思いやりのある子

○きまりを守り最後まで
やりぬく子

○心身ともに健康な子

【インターンシップの様子】



修学旅行報告会
12月10日（火）に第６学年児童が第５学年児童
に向けて、修学旅行で体験したことをスライドなど
を使って説明しました。第６学年児童は、学んでき
たことの振り返る時間、第５学年児童は、来年度の
修学旅行への楽しみを募らせる時間として、それぞ
れ充実した時間となりました。

感染予防
12月中、インフルエンザや風邪症状（発熱、嘔吐
等）で欠席する児童の割合が高くなり、８学級で学
級閉鎖となりました。感染予防のための「手洗い」
「うがい」「（調子がよくないときの）（外出する
ときの）マスク着用」等、冬季休業中も継続して、
３学期に元気に登校できるようお願いいたします。

体罰等に係る実態把握
12月23日（月）に、体罰に関する調査の文書２

枚、封筒１枚を配付しました。できる限りWebで回
答いただくよう、お願いいたします。
なお、Webでの回答は、来年の１月17日（金）ま
で、配付した調査票を提出する場合は、調査票を封
筒に入れて（又は入れずに）、１月16日（木）まで
に提出願います。朝、登校してきた児童が、児童玄
関前にいる校長、事務職員に提出します。

カウンセリング

年間計４回、スクールカウンセラーによるカウン

セリングを実施いたしました。市教委の方針や予算
等で変更があるかもしれませんが、来年度も、同程
度の回数を設定したいと考えております。実施日時
やカウンセラー等が決まりましたら、ご案内させて
いただく予定です。

CO２CO2おうちで！ゼロカーボン！
冬季休業中の取組として、夏季休業前に配付した

ものと同じシートを配付しました。「ごみをしっか
りと分別しよう！」「水を出しっぱなしにするのを
やめて、節水を心げけよう！」などの項目からでき
たものがあればシートに記録しておき、QRコードか
ら専用フォームにアクセスし、回答するよう、協力
願います。３学期に登校した際に、学校のタブレッ
ト端末から回答することもできます。
※説明資料を「さくら連絡網」や学校Webページ
で確認することができます。

【「うちガク」チャレンジ週間】
１月27日（月）～２月２日（日）まで「うちガ
ク」チャレンジ週間を設定しています。１週間の家
庭学習に費やした時間や取り組んだ内容を記入し、
提出することになっています。

■ 令和７年１月の行事予定 ■

１日（水） 元日、学校閉庁日

２日（木） 学校閉庁日

３日（金） 学校閉庁日

10日（金） 転入受付

13日（月） 成人の日

14日（火）

全学年変則５時間授業
※給食あり
始業式
PTA挨拶運動①

15日（水）
冬休み図書返本週間
※21日（火）まで
PTA挨拶運動②

16日（木） PTA挨拶運動③

21日（火） 小学校見学会

22日（水）
学校図書館開館
※通常貸出し開始

23日（木） 第５学年１、２組科学センター学習

24日（金）
定時退勤日
第５学年３、４組科学センター学習

27日（月）
「うちガク」チャレンジ週間
※２月２日（日）まで

29日（水） 代表専門委員会

30日（木） パートナーティーチャー派遣事業

おめでとうございます

【アイスホッケー】
「苫小牧市教育委員会杯兼
第４回レッドイーグルス
北海道杯争奪小学生アイ
スホッケー大会Bチーム戦」
→「優勝」レッドスターズ

【個人】
「ひだか馬の絵コンテスト」
→「入賞」第６学年児童「子馬をみつめる親馬」

【入賞作品】

【報告会】

【表彰式】

【修学旅行報告会の様子】


